
設立80周年

第83期　報　告　書
平成29年6月1日から平成30年5月31日まで　証券コード：５９６７

株主の皆様へ

(ご注意)
１.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人 
(三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

２.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行株式会社全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店でお支払
いいたします。

トピックス 株主メモ

展示会

〒556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
この報告書に関するお問合せは下記までお願いします。
管理部 TEL.06-6649-5967
https://www.tonetool.co.jp/

事 業 年 度 毎年6月1日から翌年5月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年8月

基 準 日 定時株主総会の議決権    ５月31日
期     末     配     当     ５月31日
中     間     配     当   11月30日

単 元 株 式 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社 

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　0120-094-777（通話料無料）

〔受付時間　9:00～17:00（土、日、祝祭日、年末
年始を除く）〕
ホームページ　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

公 告 方 法 電子公告
https://www.tonetool.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第二部

証 券 コ ー ド 5967

おかげさまでTONE株式会社は平成30年に設立80周年を迎えました。
これもひとえに、「TONE」ブランド製品にご愛顧いただきました皆様方の温かいご支援の賜物と深く感謝申し上げます。
TONE株式会社は昭和13年の設立以来、常にお客様に「満足」と「感動」、そして期待以上の「価値」を提供したいという思いのもと、

ボルティング・ソリューション・カンパニーとしてあらゆる「ボルト締結」に最適な手段を提供することを使命としてまいりました。
また、「締結」に関する課題解決を通じて、プロ用作業工具類からトルク管理機器類、ボルト締結機器類へとフィールドを広げ、さら

にそれらの強みを融合したボルティング機器類という新分野へと深耕を図ってまいりました。
今後、ますます多様化するであろうお客様の要望を的確に捉え、「締結」をキーワードとした製品群の拡充を図り、お客様に選んで

いただける「総合工具メーカー」=「TONE」をめざしてまいります。
そして、80年からのさらなる飛躍に向け、これからも“ものづくり”に徹して社員一同、鋭意努力してまいります。
ボルティング・ソリューションで未来の礎を築いていく、TONEの進化にご期待ください。

これからのTONE

～80年からのさらなる飛躍へ～

平成29年10月28日～11月5日の10日間開催された展示会
では、「モータースポーツで活躍するTONEの工具」をコンセプ
トに、レースピットイメージを中心に、長年培ってきた技術や
歴史を感じとることのできる様々な工具類を多数展示。TONEの
工具に込められたボルト締結への思いとその世界観を体感して
いただき、TONEブランドのさらなる向上の一躍を担いました。

■ 東京モーターショー2017

80周年の集大成として、収
納能力に優れた大型キャビネッ
トを新規ラインアップし、全
379点の充実した入組み内容を
セットしたTONE最高峰モデル
を発売開始しました。国内外の
ユーザー様にご購入いただき、
好評をいただいております。

■ ヘビーローラーキャビネットセット「TCX990」

新製品開発

ボルト・ナットの締付け作業
において最も多いポカミスであ
る“締め忘れ”を防止する「ポカ
ヨケトルクレンチ」を発売しま
した。トルク管理機器のライン
アップ拡充を図り、現場におけ
るトルク管理の課題解決に取り
組んでまいります。

■ ポカヨケトルクレンチ
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株主の皆様へ

科　目 当　期
［平成29年6月  1日から］平成30年5月31日まで

前　期
［平成28年6月  1日から］平成29年5月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 492,822 497,650

投資活動によるキャッシュ・フロー △338,578 △140,056

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,449 △386,089

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,041 △222

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 132,753 △28,718

現金及び現金同等物の期首残高 381,836 410,554

現金及び現金同等物の期末残高 514,589 381,836

科　目 当　期　末
（平成30年5月31日現在）

前　期　末
（平成29年5月31日現在）

資産の部

流動資産 4,900,094 4,518,113

固定資産 2,916,202 2,632,987

　有形固定資産 1,820,198 1,582,756

　無形固定資産 53,186 67,994

　投資その他の資産 1,042,817 982,236

資産合計 7,816,296 7,151,101

負債の部

流動負債 1,589,978 1,538,082

固定負債 435,084 595,717

負債合計 2,025,063 2,133,799

純資産の部

株主資本 5,436,483 4,702,676

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 5,040,676 4,305,547

　自己株式 △372,572 △371,252

その他の包括利益累計額 354,749 314,625

　その他有価証券評価差額金 353,514 304,430

　為替換算調整勘定 1,234 10,194

純資産合計 5,791,233 5,017,301

負債及び純資産合計 7,816,296 7,151,101

科　目 当　期
［平成29年6月  1日から］平成30年5月31日まで

前　期
［平成28年6月  1日から］平成29年5月31日まで

売上高 6,119,117 5,784,894

　売上原価 3,571,194 2,975,377

売上総利益 2,547,923 2,809,516

　販売費及び一般管理費 1,420,733 1,409,670

営業利益 1,127,190 1,399,845

　営業外収益 35,652 38,123

　営業外費用 9,397 18,143

経常利益 1,153,445 1,419,826

　特別損失 1,814 2,428

税金等調整前当期純利益 1,151,631 1,417,397

法人税、住民税及び事業税 351,547 382,401

法人税等調整額 △7,173 △17,342

当期純利益 807,258 1,052,338

親会社株主に帰属する当期純利益 807,258 1,052,338

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

連結財務諸表

第81期 第82期 第83期 第81期 第82期 第83期第81期 第82期 第83期
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売上高 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益

従いまして、当連結会計年度の業
績につきましては、売上高は61億1
千9百万円（前年同期比5.8％増）と
なりました。

また、利益面では営業利益は11億
2千7百万円（前年同期比19.5％減）、
経常利益は11億5千3百万円（前年
同期比18.8％減）となり、親会社株
主に帰属する当期純利益は8億7百万
円（前年同期比23.3％減）となりま
した。

今後の見通しにつきましては、わが国経済は、国内景気は緩やか
な回復基調にあるものの海外情勢の動向や貿易摩擦の激化など、引
き続き先行き不透明な状況が続くものと予想されます。

当社グループといたしましては、「ボルト締結分野」における競争
優位性の高い新製品群の投入に加え、製造・販売体制強化、徹底し
た原価低減により競争力の強化を図るとともに、海外工場の安定稼
働によるグローバルな視点での製造・販売の最適化を進めるなど、
グループ協働で収益力強化に取り組んでまいる所存でございます。

また、品質と信頼の世界ブランド「TONE」の確立をめざし、製
品とサービスの拡充、卓越した技術力でお客様に「満足」「感動」「価
値」を提供し続けてまいります。

現時点における通期の業績見通しといたしましては、連結売上高
63億9千万円、営業利益10億2千万円、経常利益10億3千万円と
し、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、7億2千万円
を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

平成30年8月

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第83期（平成29年6月1日から平

成30年5月31日まで）決算を終了いたしましたので、ここに事業の
概要をご報告申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改
善などが続くなか、国内景気は緩やかな回復基調で推移するものの、
不安定な海外情勢など世界経済への影響懸念もあり、景気の先行き
は依然不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと、当社グループは「『ボルティング・ソ
リューション・カンパニー』として社会の発展に貢献し、地球上に
なくてはならない企業をめざす。」ことを企業理念に掲げ、「ボルト
締結分野」においてお客様が求める価値を的確に捉え、「スピード感
と一体感のある製品開発体制」を基軸に保有技術を有効的に活用し、

「締付」に関する課題解決を通じて「満足」、「感動」、「価値」を提供
できる幅広い製品群の開発・製造・販売を推進し、より多くのお客
様に「ボルト締結」に最適な手段を提供してまいりました。

併せて、デザインを一新した「次世代工具シリーズ」の拡販、主
力製品「シヤーレンチ」製品群および充実のラインアップを誇る「ナ
ットランナー」製品群の販売強化に加え、安全管理の要「トルク管理」
製品群の売上拡大、さらにお客様要望に応えた特殊品対応を行うこ
とによる新規市場開拓を図るなど売上高の伸長に懸命な努力をいた
しました。

さらに、「TONEブランド戦略」として、モータースポーツを応援
することを通じて、より多くの人々に工具の魅力を伝えることを目
的に、レーサーサポートやレース協賛などを積極的に展開するとと
もに、現場の声に耳を傾け研究・開発に活かすことで、製品および
サービスのさらなる進化と飛躍をめざすなど、新たなTONEの可能
性を追求してまいりました。

その結果、作業工具類の売上高は、「TONEブランド戦略」を背景
に、積極的な提案営業活動を展開するなど営業力の強化を行い36億
8百万円となりました。機器類の売上高は、建築土木関連における計
画のずれ込みなど弱含みもあり、25億1千万円となりました。

取 締 役 社 長
（ 代 表 取 締 役 ） 松　村　昌　造

常 務 取 締 役 矢　野   大司郎
取 締 役 平　尾　昌　彦
取 締 役 平　尾　元　宏
取 締 役
常勤監査等委員 西　岡　　　求

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 粕　井　　　隆

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 松　井　大　輔

商 号 TONE株式会社
TONE CO., LTD.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 134名（連結）

役　員（平成30年8月30日現在）

事　業　所（平成30年8月30日現在）

会社の概要

本 社 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5967

河内長野工場 〒 586-0026　大阪府河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　大阪府富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

営 業 部
札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号

TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0016　仙台市若林区蒲町東13番14号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　新潟県三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

北関東営業所 〒 373-0033　群馬県太田市西本町54番13号
TEL（0276）20-6031

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0845　名古屋市千種区南明町二丁目86番1号
TEL（052）759-5967

大阪営業所 〒 578-0943　東大阪市若江南町一丁目2番4号
TEL（06）6722-5967

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海外営業課 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5984

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載していま
す｡ 是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡

https://www.tonetool.co.jp/（注） 当社は、平成29年12月1日付で株式併合を行っております。1株当たり当期純利
益は当該株式併合が第81期の期首に行われたと仮定して算出しております。
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株主の皆様へ

科　目 当　期
［平成29年6月  1日から］平成30年5月31日まで

前　期
［平成28年6月  1日から］平成29年5月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 492,822 497,650

投資活動によるキャッシュ・フロー △338,578 △140,056

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,449 △386,089

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,041 △222

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 132,753 △28,718

現金及び現金同等物の期首残高 381,836 410,554

現金及び現金同等物の期末残高 514,589 381,836

科　目 当　期　末
（平成30年5月31日現在）

前　期　末
（平成29年5月31日現在）

資産の部

流動資産 4,900,094 4,518,113

固定資産 2,916,202 2,632,987

　有形固定資産 1,820,198 1,582,756

　無形固定資産 53,186 67,994

　投資その他の資産 1,042,817 982,236

資産合計 7,816,296 7,151,101

負債の部

流動負債 1,589,978 1,538,082

固定負債 435,084 595,717

負債合計 2,025,063 2,133,799

純資産の部

株主資本 5,436,483 4,702,676

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 5,040,676 4,305,547

　自己株式 △372,572 △371,252

その他の包括利益累計額 354,749 314,625

　その他有価証券評価差額金 353,514 304,430

　為替換算調整勘定 1,234 10,194

純資産合計 5,791,233 5,017,301

負債及び純資産合計 7,816,296 7,151,101

科　目 当　期
［平成29年6月  1日から］平成30年5月31日まで

前　期
［平成28年6月  1日から］平成29年5月31日まで

売上高 6,119,117 5,784,894

　売上原価 3,571,194 2,975,377

売上総利益 2,547,923 2,809,516

　販売費及び一般管理費 1,420,733 1,409,670

営業利益 1,127,190 1,399,845

　営業外収益 35,652 38,123

　営業外費用 9,397 18,143

経常利益 1,153,445 1,419,826

　特別損失 1,814 2,428

税金等調整前当期純利益 1,151,631 1,417,397

法人税、住民税及び事業税 351,547 382,401

法人税等調整額 △7,173 △17,342

当期純利益 807,258 1,052,338

親会社株主に帰属する当期純利益 807,258 1,052,338

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

連結財務諸表
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売上高 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益

従いまして、当連結会計年度の業
績につきましては、売上高は61億1
千9百万円（前年同期比5.8％増）と
なりました。

また、利益面では営業利益は11億
2千7百万円（前年同期比19.5％減）、
経常利益は11億5千3百万円（前年
同期比18.8％減）となり、親会社株
主に帰属する当期純利益は8億7百万
円（前年同期比23.3％減）となりま
した。

今後の見通しにつきましては、わが国経済は、国内景気は緩やか
な回復基調にあるものの海外情勢の動向や貿易摩擦の激化など、引
き続き先行き不透明な状況が続くものと予想されます。

当社グループといたしましては、「ボルト締結分野」における競争
優位性の高い新製品群の投入に加え、製造・販売体制強化、徹底し
た原価低減により競争力の強化を図るとともに、海外工場の安定稼
働によるグローバルな視点での製造・販売の最適化を進めるなど、
グループ協働で収益力強化に取り組んでまいる所存でございます。

また、品質と信頼の世界ブランド「TONE」の確立をめざし、製
品とサービスの拡充、卓越した技術力でお客様に「満足」「感動」「価
値」を提供し続けてまいります。

現時点における通期の業績見通しといたしましては、連結売上高
63億9千万円、営業利益10億2千万円、経常利益10億3千万円と
し、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、7億2千万円
を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

平成30年8月

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第83期（平成29年6月1日から平

成30年5月31日まで）決算を終了いたしましたので、ここに事業の
概要をご報告申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改
善などが続くなか、国内景気は緩やかな回復基調で推移するものの、
不安定な海外情勢など世界経済への影響懸念もあり、景気の先行き
は依然不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと、当社グループは「『ボルティング・ソ
リューション・カンパニー』として社会の発展に貢献し、地球上に
なくてはならない企業をめざす。」ことを企業理念に掲げ、「ボルト
締結分野」においてお客様が求める価値を的確に捉え、「スピード感
と一体感のある製品開発体制」を基軸に保有技術を有効的に活用し、

「締付」に関する課題解決を通じて「満足」、「感動」、「価値」を提供
できる幅広い製品群の開発・製造・販売を推進し、より多くのお客
様に「ボルト締結」に最適な手段を提供してまいりました。

併せて、デザインを一新した「次世代工具シリーズ」の拡販、主
力製品「シヤーレンチ」製品群および充実のラインアップを誇る「ナ
ットランナー」製品群の販売強化に加え、安全管理の要「トルク管理」
製品群の売上拡大、さらにお客様要望に応えた特殊品対応を行うこ
とによる新規市場開拓を図るなど売上高の伸長に懸命な努力をいた
しました。

さらに、「TONEブランド戦略」として、モータースポーツを応援
することを通じて、より多くの人々に工具の魅力を伝えることを目
的に、レーサーサポートやレース協賛などを積極的に展開するとと
もに、現場の声に耳を傾け研究・開発に活かすことで、製品および
サービスのさらなる進化と飛躍をめざすなど、新たなTONEの可能
性を追求してまいりました。

その結果、作業工具類の売上高は、「TONEブランド戦略」を背景
に、積極的な提案営業活動を展開するなど営業力の強化を行い36億
8百万円となりました。機器類の売上高は、建築土木関連における計
画のずれ込みなど弱含みもあり、25億1千万円となりました。

取 締 役 社 長
（ 代 表 取 締 役 ） 松　村　昌　造

常 務 取 締 役 矢　野   大司郎
取 締 役 平　尾　昌　彦
取 締 役 平　尾　元　宏
取 締 役
常勤監査等委員 西　岡　　　求

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 粕　井　　　隆

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 松　井　大　輔

商 号 TONE株式会社
TONE CO., LTD.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 134名（連結）

役　員（平成30年8月30日現在）

事　業　所（平成30年8月30日現在）

会社の概要

本 社 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5967

河内長野工場 〒 586-0026　大阪府河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　大阪府富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

営 業 部
札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号

TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0016　仙台市若林区蒲町東13番14号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　新潟県三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

北関東営業所 〒 373-0033　群馬県太田市西本町54番13号
TEL（0276）20-6031

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0845　名古屋市千種区南明町二丁目86番1号
TEL（052）759-5967

大阪営業所 〒 578-0943　東大阪市若江南町一丁目2番4号
TEL（06）6722-5967

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海外営業課 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5984

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載していま
す｡ 是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡

https://www.tonetool.co.jp/（注） 当社は、平成29年12月1日付で株式併合を行っております。1株当たり当期純利
益は当該株式併合が第81期の期首に行われたと仮定して算出しております。
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株主の皆様へ

科　目 当　期
［平成29年6月  1日から］平成30年5月31日まで

前　期
［平成28年6月  1日から］平成29年5月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 492,822 497,650

投資活動によるキャッシュ・フロー △338,578 △140,056

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,449 △386,089

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,041 △222

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 132,753 △28,718

現金及び現金同等物の期首残高 381,836 410,554

現金及び現金同等物の期末残高 514,589 381,836

科　目 当　期　末
（平成30年5月31日現在）

前　期　末
（平成29年5月31日現在）

資産の部

流動資産 4,900,094 4,518,113

固定資産 2,916,202 2,632,987

　有形固定資産 1,820,198 1,582,756

　無形固定資産 53,186 67,994

　投資その他の資産 1,042,817 982,236

資産合計 7,816,296 7,151,101

負債の部

流動負債 1,589,978 1,538,082

固定負債 435,084 595,717

負債合計 2,025,063 2,133,799

純資産の部

株主資本 5,436,483 4,702,676

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 5,040,676 4,305,547

　自己株式 △372,572 △371,252

その他の包括利益累計額 354,749 314,625

　その他有価証券評価差額金 353,514 304,430

　為替換算調整勘定 1,234 10,194

純資産合計 5,791,233 5,017,301

負債及び純資産合計 7,816,296 7,151,101

科　目 当　期
［平成29年6月  1日から］平成30年5月31日まで

前　期
［平成28年6月  1日から］平成29年5月31日まで

売上高 6,119,117 5,784,894

　売上原価 3,571,194 2,975,377

売上総利益 2,547,923 2,809,516

　販売費及び一般管理費 1,420,733 1,409,670

営業利益 1,127,190 1,399,845

　営業外収益 35,652 38,123

　営業外費用 9,397 18,143

経常利益 1,153,445 1,419,826

　特別損失 1,814 2,428

税金等調整前当期純利益 1,151,631 1,417,397

法人税、住民税及び事業税 351,547 382,401

法人税等調整額 △7,173 △17,342

当期純利益 807,258 1,052,338

親会社株主に帰属する当期純利益 807,258 1,052,338

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）
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売上高 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益

従いまして、当連結会計年度の業
績につきましては、売上高は61億1
千9百万円（前年同期比5.8％増）と
なりました。

また、利益面では営業利益は11億
2千7百万円（前年同期比19.5％減）、
経常利益は11億5千3百万円（前年
同期比18.8％減）となり、親会社株
主に帰属する当期純利益は8億7百万
円（前年同期比23.3％減）となりま
した。

今後の見通しにつきましては、わが国経済は、国内景気は緩やか
な回復基調にあるものの海外情勢の動向や貿易摩擦の激化など、引
き続き先行き不透明な状況が続くものと予想されます。

当社グループといたしましては、「ボルト締結分野」における競争
優位性の高い新製品群の投入に加え、製造・販売体制強化、徹底し
た原価低減により競争力の強化を図るとともに、海外工場の安定稼
働によるグローバルな視点での製造・販売の最適化を進めるなど、
グループ協働で収益力強化に取り組んでまいる所存でございます。

また、品質と信頼の世界ブランド「TONE」の確立をめざし、製
品とサービスの拡充、卓越した技術力でお客様に「満足」「感動」「価
値」を提供し続けてまいります。

現時点における通期の業績見通しといたしましては、連結売上高
63億9千万円、営業利益10億2千万円、経常利益10億3千万円と
し、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、7億2千万円
を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

平成30年8月

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第83期（平成29年6月1日から平

成30年5月31日まで）決算を終了いたしましたので、ここに事業の
概要をご報告申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改
善などが続くなか、国内景気は緩やかな回復基調で推移するものの、
不安定な海外情勢など世界経済への影響懸念もあり、景気の先行き
は依然不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと、当社グループは「『ボルティング・ソ
リューション・カンパニー』として社会の発展に貢献し、地球上に
なくてはならない企業をめざす。」ことを企業理念に掲げ、「ボルト
締結分野」においてお客様が求める価値を的確に捉え、「スピード感
と一体感のある製品開発体制」を基軸に保有技術を有効的に活用し、

「締付」に関する課題解決を通じて「満足」、「感動」、「価値」を提供
できる幅広い製品群の開発・製造・販売を推進し、より多くのお客
様に「ボルト締結」に最適な手段を提供してまいりました。

併せて、デザインを一新した「次世代工具シリーズ」の拡販、主
力製品「シヤーレンチ」製品群および充実のラインアップを誇る「ナ
ットランナー」製品群の販売強化に加え、安全管理の要「トルク管理」
製品群の売上拡大、さらにお客様要望に応えた特殊品対応を行うこ
とによる新規市場開拓を図るなど売上高の伸長に懸命な努力をいた
しました。

さらに、「TONEブランド戦略」として、モータースポーツを応援
することを通じて、より多くの人々に工具の魅力を伝えることを目
的に、レーサーサポートやレース協賛などを積極的に展開するとと
もに、現場の声に耳を傾け研究・開発に活かすことで、製品および
サービスのさらなる進化と飛躍をめざすなど、新たなTONEの可能
性を追求してまいりました。

その結果、作業工具類の売上高は、「TONEブランド戦略」を背景
に、積極的な提案営業活動を展開するなど営業力の強化を行い36億
8百万円となりました。機器類の売上高は、建築土木関連における計
画のずれ込みなど弱含みもあり、25億1千万円となりました。

取 締 役 社 長
（ 代 表 取 締 役 ） 松　村　昌　造

常 務 取 締 役 矢　野   大司郎
取 締 役 平　尾　昌　彦
取 締 役 平　尾　元　宏
取 締 役
常勤監査等委員 西　岡　　　求

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 粕　井　　　隆

社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 松　井　大　輔

商 号 TONE株式会社
TONE CO., LTD.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 134名（連結）

役　員（平成30年8月30日現在）

事　業　所（平成30年8月30日現在）

会社の概要

本 社 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5967

河内長野工場 〒 586-0026　大阪府河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　大阪府富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

営 業 部
札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号

TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0016　仙台市若林区蒲町東13番14号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　新潟県三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

北関東営業所 〒 373-0033　群馬県太田市西本町54番13号
TEL（0276）20-6031

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0845　名古屋市千種区南明町二丁目86番1号
TEL（052）759-5967

大阪営業所 〒 578-0943　東大阪市若江南町一丁目2番4号
TEL（06）6722-5967

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海外営業課 〒 556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
TEL（06）6649-5984

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載していま
す｡ 是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡

https://www.tonetool.co.jp/（注） 当社は、平成29年12月1日付で株式併合を行っております。1株当たり当期純利
益は当該株式併合が第81期の期首に行われたと仮定して算出しております。
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設立80周年

第83期　報　告　書
平成29年6月1日から平成30年5月31日まで　証券コード：５９６７

株主の皆様へ

(ご注意)
１.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人 
(三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

２.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行株式会社全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店でお支払
いいたします。

トピックス 株主メモ

展示会

〒556-0017　大阪市浪速区湊町二丁目1番57号
この報告書に関するお問合せは下記までお願いします。
管理部 TEL.06-6649-5967
https://www.tonetool.co.jp/

事 業 年 度 毎年6月1日から翌年5月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年8月

基 準 日 定時株主総会の議決権    ５月31日
期     末     配     当     ５月31日
中     間     配     当   11月30日

単 元 株 式 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社 

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　0120-094-777（通話料無料）

〔受付時間　9:00～17:00（土、日、祝祭日、年末
年始を除く）〕
ホームページ　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

公 告 方 法 電子公告
https://www.tonetool.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第二部

証 券 コ ー ド 5967

おかげさまでTONE株式会社は平成30年に設立80周年を迎えました。
これもひとえに、「TONE」ブランド製品にご愛顧いただきました皆様方の温かいご支援の賜物と深く感謝申し上げます。
TONE株式会社は昭和13年の設立以来、常にお客様に「満足」と「感動」、そして期待以上の「価値」を提供したいという思いのもと、

ボルティング・ソリューション・カンパニーとしてあらゆる「ボルト締結」に最適な手段を提供することを使命としてまいりました。
また、「締結」に関する課題解決を通じて、プロ用作業工具類からトルク管理機器類、ボルト締結機器類へとフィールドを広げ、さら

にそれらの強みを融合したボルティング機器類という新分野へと深耕を図ってまいりました。
今後、ますます多様化するであろうお客様の要望を的確に捉え、「締結」をキーワードとした製品群の拡充を図り、お客様に選んで

いただける「総合工具メーカー」=「TONE」をめざしてまいります。
そして、80年からのさらなる飛躍に向け、これからも“ものづくり”に徹して社員一同、鋭意努力してまいります。
ボルティング・ソリューションで未来の礎を築いていく、TONEの進化にご期待ください。

これからのTONE

～80年からのさらなる飛躍へ～

平成29年10月28日～11月5日の10日間開催された展示会
では、「モータースポーツで活躍するTONEの工具」をコンセプ
トに、レースピットイメージを中心に、長年培ってきた技術や
歴史を感じとることのできる様々な工具類を多数展示。TONEの
工具に込められたボルト締結への思いとその世界観を体感して
いただき、TONEブランドのさらなる向上の一躍を担いました。

■ 東京モーターショー2017

80周年の集大成として、収
納能力に優れた大型キャビネッ
トを新規ラインアップし、全
379点の充実した入組み内容を
セットしたTONE最高峰モデル
を発売開始しました。国内外の
ユーザー様にご購入いただき、
好評をいただいております。

■ ヘビーローラーキャビネットセット「TCX990」

新製品開発

ボルト・ナットの締付け作業
において最も多いポカミスであ
る“締め忘れ”を防止する「ポカ
ヨケトルクレンチ」を発売しま
した。トルク管理機器のライン
アップ拡充を図り、現場におけ
るトルク管理の課題解決に取り
組んでまいります。

■ ポカヨケトルクレンチ
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